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 あけましておめでとうございます。平成２１年の年頭にあたり、謹ん

で新春のお慶びを申し上げます。 

 旧年中は、社団法人全国建設業協会の事業活動に対しまして、格別の

ご支援・ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  

さて、わが国経済は景気回復が後退局面に入り、さらに、米国のサブ

プライムローン問題に端を発した世界的な金融危機などにより、日に日

に厳しい状況となっております。 

我々建設業界においては、建設投資の減少に歯止めがかからず、永年

にわたる公共事業費の削減による受注の減少、競争の激化に加え、資材

の高騰、ダンピング受注の頻発等による利益率の著しい低下、さらに、

金融機関の融資姿勢の厳格化や不動産市況の低迷等により、地域を支え

た老舗といわれる建設企業を含め、多くの会員企業が倒産・廃業に追い

込まれるという非常に厳しい状況が続いております。 

 

一方、近年各地で頻発する集中豪雨や大規模地震等の自然災害では、

多くの尊い人命と貴重な財産が失われており、国民の安全・安心を守る

防災・減災対策を推進するため、計画的な社会基盤整備は是非とも必要

であり、新たな防災対策や治山治水対策等が急がれることはいうまでも

ありません。地域の安全・安心を担う建設業がその地域に存在すること

は、地域住民、市民にとって非常に心強く、重要なことであります。 

国民の安全・安心な暮らしの確保、日本の国際競争力の維持向上のた

めの魅力ある都市創り、環境保護・修復・改善への取組み、そして老朽

化する社会資本の維持・管理・修復等、我々建設業界の果たす役割は大



変重要であり、その役割は今後とも変わることはありません。 

地域の基幹産業である建設業が地域の経済の中核をなしている現況で

は、その建設業界が活力を取り戻すことが、地域経済の活性化にも不可

欠であり、ひいては活力ある日本へとつながると考えております。 

 

しかし、社会資本整備の重要性、そしてそれを担う建設業について、

国民・社会に必ずしも正しく理解していただいているとはいえない状況

です。そのため、我々自身は引続き、法令遵守はもちろんのこと、安全

対策、環境対策等社会が求めているニーズに対応すべく、コンプライア

ンスの徹底と企業の社会的責任の取り組みを一層強化し、安全で品質に

優れたものをつくり、国民・社会から信頼される業界となるよう、努力

しなければなりません。同時に、我々建設業の果たしてきたこと、果た

している役割、そして将来果たすべき使命を積極的に働きかけていくこ

とが重要であります。 

  

本会は本年も、建設業の社会貢献とイメージアップ活動等の推進、法

令遵守の徹底と企業の社会的責任への対応、社会資本整備の推進に関す

る予算要望、適正な入札契約制度への対応、公益法人制度改革への適切

な対応、厳しい雇用情勢に対応した雇用対策と労働災害防止対策の推進

等、様々な問題に対して積極的に取組んでまいる所存であります。 

 厳しい状況下ではありますが、建設業界が活力ある業界となるよう、

精一杯努力してまいる所存ですので、皆様方の一層のご支援とご協力を

お願い申し上げます。 

  

最後に、皆様方の更なるご発展とご健勝を祈念いたしまして、新春の

ご挨拶といたします。  


